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― 新たな年を迎えて ―  団委員長 池 澤 榮次郎 

 昨年、私たちの加古川第 2団は発団 50 周年の 

記念すべき年となり、大山での記念キャンプを 

はじめ、秋には記念式典と祝賀会を執り行いました。 

改めてこの 50年間、団を永続して来られた方々 

のご努力とご苦労に感謝するところです。 

 今年は、近代日本の幕開け、明治維新 150 年の年 

にあたるとのこと、私たちの団もさらに充実した 

活動と運営を目指し、スカウト、団関係者が一丸と 

なって取り組んで行きたいと思います。 

                              2018 年 新年旗あげ式に参加したスカウト達 

―各隊 1月の活動・トピックス―                                              

○ ビーバースカウト（ＢＶＳ）隊 

「お正月の活動」  ＢＶＳ隊長 中住 直哉 

ボーイスカウトは、１月１日から活動をしています。 

そのため、新年の初詣も、毎年鶴林寺の本堂へのお参り 

から始まります。スカウトたちは、特別に国宝の仏像など 

が並ぶ本堂の中でお参りをさせて頂くのですが、仏像の前 

に座ると、厳かな雰囲気で、とても気持ちが引き締まりま 

す。 年長さん・１年生・２年生のビーバー達も、何かその 

雰囲気や空気感を感じ取ってくれているのではと思います。 

１月の活動はお正月の雰囲気を感じられるような内容を 

取り入れています。今年は、コマ回しやもちつきを行いました。     元旦のお参り 

コマまわしは、年長さんや１年生のビーバーにはまだ少し難しいのですが、ひもの巻き方、投げ方、

勝負のしかた等も一生懸命練習します。来年はもっと上手にできるかな。 

もちつきはスカウトが次々と交代しながら休まずにつきあげます。今年も大勢で楽しくいただくこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

      旗あげ式        旗あげ式後のゲーム大会      おもちつき「ぼくもつきたいな～」 



○ カブスカウト（ＣＳ）隊                

「1月の活動」  ＣＳ副長 田上利広  

1 月 8日は、鶴林寺行事である修正会(鬼追い)に活動として参加 

しました。スカウト達は鬼を追い払う掛け声「どいやしょー」を 

大きな声で叫び鬼を改心させることができました。 

この行事は、平安時代から続く伝統行事ですが、今後も継続し 

てスカウト達にも体験させてあげたいと思います。  

16 日は日曜礼拝終了後、基本訓練を行いその後は、コマやけん 

玉・お手玉などを持ち寄り、お正月遊びをしました。 

コマ回しは学校でも大会をして 

いるようで、多くのスカウトが 

上手に回していました。 

中でも上級のくまスカウトが 

威厳を見せ、２連勝で勝利を飾り 鬼追い「どいやしょー」。「怖いなー」 

ました。  

昔ながらの遊びも経験させながら、野外での活動を活発化させて 

まわれ、まわれ！     いきたいと思います。 

       

○  ボーイスカウト（ＢＳ）隊 

「（節水を意識した）野外調理訓練」 ＢＳ隊長 中田 直文 

１月１４日（日）ボーイ隊のスカウト７名は班毎に 

野外調理を行いました。メニューはご飯とシチュー。 

始める前に「使える水はバケツ３杯だけ」とのお題が 

与えられ、「不便さ」を意識する訓練となりました。 

先ずは各班に分かれて、「水の使用を減らす方法」に 

ついて話し合いました。①コッフェル（鍋）の外側に 

洗剤を塗る、②（食器の上に）ラップを敷いてご飯や 

シチューを盛る、③バケツを汚れのひどいものから順に 

使用する、④食器についたシチューは洗う前にふき取る   隊長から「今日の課題、節水です。・・」 

など、これまで経験した方法を全て取り入れてチャレンジしました。 

スカウトが手こずったのは、やはり「コッフェルの煤（スス）汚れ」でした。洗う場所や水の使い

方にも苦慮しましたが、結果的にどのバケツにも水が残り、洗剤で泡立ち濁っていました。けっして

「水を有効に使い切った」という状態ではありませんでしたが、どちらの班も何とか洗い物まで終わ

らせることができました。 

長期野営での水は貴重です。一人ひとりが使い方のルールを守ることで、「水汲み」の回数も減らせ

ることができます。自分の食器だけが綺麗になればよいという考えでは、結局、余分な労力を使うこ

とになることを改めて確認しました。 

 ボーイスカウト活動に関心のある方・入隊を希望される方は、団 HP（「ボーイスカウト加古川

第 2 団」（検索））のメールでアクセス頂くか 団本部 鶴林寺宝生院 電話 079-422-6064 へお

問い合わせ下さい。見学・体験入隊はいつでも可能です。 

  ボーイスカウト加古川第 2団では、君の入隊をまっています。 



 


